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1 は じ め に

肉用牛経営においては,生体での早期肉質判定を行うこ

とによって,適切な出荷時期の予測,ま た飼養管理改善に

よる早期出荷が可能となり,低コスト化及び効率的な牛肉

生産につながると考えられる。

そこで本試験では超音波診断装置を用いて黒毛和種にお

ける経時的産肉形質を調査し,早期肉質判定の可能性につ

いて屠畜後の産肉成績と比較検討したので報告する。

2試 験 方 法

は)調査牛及び調査期間
調査牛は平成10年度 (1998年)産肉能力間接検定供試牛

(以下検定牛)50頭及び場繋養黒毛和種去勢牛 (以下一般

肥育牛)10頭を用いた。

調査期間は検定牛で平成10年 1月 から平成11年 1月 の間

に,生後14ケ 月齢から20ケ月齢 (終了時)まで 8週毎に実

施した。また一般肥育牛は平成11年 4月 から平成12年12月

の間に,生後14ケ 月齢から28ケ月齢 (出荷時)ま で 8週毎

に実施した。

●)超音波診断装置
富士平工業株式会社製スーパーアイミート (製品番号

FK200,周波数 2 MHZ)を用いて測定した。

13)調査項目及び調査方法

調査項目はロース芯面積,皮下脂肪厚,バ ラの厚さ,

BMSNoと し,超音波診断装置による値を推定値,的 日本

食肉格付協会の格付員の評価を実測値とした。

に)超青波測定の部位及び方法
牛枝肉取引規格と同様とされる第 6～第 7胸椎間を測定

部位とし,触診により牛生体左側での肩甲骨後縁端約 5伽

をバリカンにて剪毛した後,食用油を塗布して超音波装置

の探触子を密着させて測定を行った。

B50)を用い DATテ ープに録画し,画像解析用ソフト

(winroof version 2 34:三谷商事)を用いてロース芯面

積,皮下脂肪厚,パラの厚さ及びロース芯,筋間,バラの

各部位の輝度を測定し,解析を行った。

3 試験結果及び考察

0)検定供試牛における実測値と超音波推定値の経時的
変化

ロース芯面積及び皮下脂肪厚で生後14ケ 月齢以降 1%水

準で有意な相関を示し,バラの厚さについては相関係数が

低いものの相関が有意であった。BMSMの推定について

は,生後18ケ 月齢 (屠畜前 8週)以降に相関係数が高くな

り,有意であった (表 1)。

表1 警再芳奨輸Z急籍菖婆型雪需9経
時的変化と屠

2)一般肥育牛における実測値と超音波推定値の経時的

変化

ロース芯面積では生後14ケ 月齢以降有意な相関があり,

月齢の増加とともに高い相関を示した。皮下脂肪厚につい

ては生後16ケ月齢以降有意な相関を示したが,バラの厚さ

については有意な相関は得られなかった。これは20ケ月齢

以降,バラ部位の超音波診断画像で肋骨が判別しにくいた

め推定精度が低下したことによるものと考えられた。BMS
Nαについては,20ケ 月齢以降の推定値と屠畜時の実測値間

で高い相関を示した (表 2)。

なお,超音波診断装置の調整を近距離ゲイン15,遠距離   3)超 音波診断装置による推定 BMSNQ増加率の推移

ゲイン15,画像調整ゲイン55,ま た経時的に肥育過程を   経時的に超音波診断装置から推定された BMSNα増加率

調査対象としていることから測定時には,フ ォーカスをF  について,検定牛では16～ 20ケ 月齢,一般肥育牛では16～

2・ 3・ 4に固定して実施した。             24ケ 月齢において顕著に増加し,それ以降の増加は緩慢な

6)超音波測定画像の解析               傾向を示した (図 1,2)。 このことは24ケ 月齢以降,脂

測定画像はデジタルオーディオデッキ (ア イワ製MMD―  肪交雑の顕著な増加がみられないとする山崎
のの報告と同
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表 2 -般肥育牛における超音波測定値の経時的変化と屠畜時の実測値との相関 (n-10)

図
' 
検定牛における推定 BMSNo増加率の推移
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図 2 -般育肥牛における推定 BMSNo増加率の推移

様の結果であった。

超音波を利用した枝肉形質の推定において,金城ら
1)は

BMSNcについては,21ケ 月齢以上で予測可能であると報

告している。また西日ら
30は生後19ケ 月齢以降,脂肪交

雑と枝肉成績との間に有意な正の相関がみられたと報告し

ている。

本試験においても,BMSMに ついては20ケ 月齢以降の

推定値と屠畜時の実測値間で高い相関を示しており,上記

の報告結果と同様の傾向を示していた。

このことから,BMSNα においては肥育期間を通して徐々

に増加するが,特に脂肪交雑及び枝肉脂肪では18～ 19ケ 月

齢において最大発育時期にあり
2),20ケ 月齢時での予測が

可能であると示唆された。

ロース芯面積では28ケ 月齢の出荷直前まで成長を続ける

ものの生後14ケ 月齢時,皮下1旨肪厚で生後16ケ月齢時,バ

ラの厚さについては18ケ 月齢時でそれぞれ出荷時の産肉成

績の予測が可能であると示唆された。

このように,超音波診断装置による測定を経時的に行う

ことで各産肉形質の進捗状況が診断されるとともに,早期

の肉質推定が可能であり,体重や月齢で画一的に出荷時期

を決定するのではなく,肥育素牛の能力に合わせて出荷時

期を決定し,今後肥育牛の飼養内容や飼料切替時期の適正

化等に活用することにより効率的牛肉生産システムに寄与

することが可能と思われる。

4 ま  と  め

超音波診断装置を用いて黒毛和種における経時的産肉形

質を調査し,早期肉質判定の可能性ついて屠畜後の産肉成

績との関連性を検討したところ,BMSMにおいては肥育
期間を通して徐々に増加するが特に脂肪交雑及び枝肉脂肪

では18～ 19ケ 月齢において最大発育時期にあり,20ケ 月齢

時で予測が可能であると示唆された。

また,ロ ース志面積では28ケ 月齢の出荷直前まで成長を

続けるものの生後14ケ 月齢時,皮下脂肪厚で生後16ケ 月齢

時,バラの厚さについては18ケ 月齢時でそれぞれ出荷時の

産肉成績の予測が可能であると示唆された。
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